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１.緒言 

自分がバレーボールをしていた時,何度かル

ールが変更された.また,昔にもたくさんのルー

ル変更がされていたことを知った. 従来はオ

リンピックのたび 4 年ごとのルール変更だっ

たが,1994 年からは変更頻度が上がった.これ

ほど頻繁にルールが変更されているスポーツ

はめずらしい. こんなにも頻繁にルール変更

がされている背景として,スムーズな試合進行

やメディア向けのスポーツにするという点か

ら頻繁にルールが変更されてきた.このように

メディア向けにルールが変更されてきたはず

なのだが,見ている側はルール変更がされてい

ることに気付いていない,またどう変更された

か気付くことができていないと思った. 
そこで本研究では,バレーボールのルール変

更におけるプレイヤーと見る側の観点の違い

を明らかにすることを目的とする. ルール変

更による観点の違いを明らかにすることは,今
後のバレーボールの人気向上に繋がると考え

ている. 
2.研究方法 
本研究の調査対象は, ここ 10 年間でルール

変更時にバレーボールを行っていたもの約 30
名を調査の対象にアンケートを行う.バレーボ

ールを経験していない人約 30 名を調査の対象

にアンケートを行う. 
3.結果と考察 
ルール変更によって,プレイヤーはルール変

更によって,戦略が変わり,常々新しい戦い方を

探す.そしてチームによって有利になったり不

利になったりすることがわかった.見る側は,戦
略を楽しむのではなく,多くの選手を見ること

や,長いプレーを見ることに面白さを感じてい

る.ルール変更で,よりダイナミックなプレーや

公平な試合運びに,満足感を得ることがわかっ

た.プレイヤーはルール変更が必要と答えた人

が多かったのに対し,見る側はルール変更は必

要ないと答えた人が多かった.また,ルール変更

は,見ている側にも影響を与えると考えたのは,
プレイヤーだけでなく,見ている側も影響を与

えると考えている人は多かった.しかし,見てい

る側でルール変更に気付いている人は,極端に

少ないように思えた.したがって,ルール変更は

必要とは思わないが,変更されれば何らかの影

響を受けるのではないかと見ている側は考え

ている.しかし,ルールが変更したことを知って

いる人はかなり少なかった. 
4.まとめ 
 本研究では,ルール変更に対して,プレイヤー

は敏感に反応している.見る側は,あまり理解し

ていなかった. 
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